The Study on the Third German Applied Arts Exhibition, Dresden, 1906 by 針貝 綾
 1
第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906 年に関する一考察 
 
針 貝  綾 
 































社団法人国立大学協会九州地区支部 九州地区国立大学間の連携に係る企画委員会 リポジトリ部会・編集委員会（編）， 







 第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデンは、展覧会開催 2 年前の 1904 年３月から準備が始め
られた（注５）。同展の委員会は、ドレスデン美術工芸協会（Kunstgewerbeverein）の議
長で、ドレスデン王立美術学校（Königliche Kunstgewerbeschule）校長を務めていた建築





マックス・ハンス・キューネ（Max Hans Kühne, 1874-1942）、ヴィルヘルム・クライス
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３．展示構成 
































C.16. 花崗岩の噴水：マイセン＝ツァイラ花崗岩加工所 A.エック、ツァイラ＝マイセ       
   ン 
C.17. ブロンズ製噴水：彫刻家クレメンツ・グルンディッヒ、ドレスデン 











図 1 第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン会場全体図 1906 年 
 










４．カール・グロース「美術手工芸」について 1906 年 






















































































図 2 ヴィルヘルム・クライス《ザクセン館正面玄関、第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906
年》 
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図 4 リヒャルト・リーマーシュミート《音楽ダンス室、ティーメ邸》1905/06 年 制作：ド
レスデン手工芸工房 
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図 ５ リヒャルト・リーマーシュミート《少女の部屋》1905/06 年 制作：ドレスデン手工芸
工房 展覧会歴：第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906 年 
 
 
図 ６ リヒャルト・リーマーシュミート《娘の部屋、ティーメ邸》1905/06 年 制作：ドレス
デン手工芸工房 展覧会歴：第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906 年 
 
図７ リヒャルト・リーマーシュミート《応接室兼リビングルーム―内装Ⅲ》1905 年 制作：
ドレスデン手工芸工房 展覧会歴：第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906 年 
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図８ リヒャルト・リーマーシュミート《ダイニングルーム―内装Ⅲ》1905 年 制作：ドレス
デン手工芸工房 展覧会歴：第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデン 1906 年 
 
 
図９ ドレスデン美術工芸博物館内展示室 2009 年 9 月上旬 
 



































 第 3 回ドイツ美術工芸展ドレスデンでは、美術と美術手工芸に並び、美術工業が展示さ
れた。美術工業の分野では、リーマーシュミートの図案をドレスデン工房が制作した機械
家具など、来るべき時代にふさわしい評価すべき作品が含まれていた。 
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図１、３ Ed. Direktorium der Dritten Deutschen Kunstgewerbe-Ausstellung Dresden 
1906, Das Deutsche Kunstgewerbe 1906 Prospekt, F. Bruckmann A.-G., München, 1906. 
図２ Ed. Direktorium der Dritten Deutschen Kunstgewerbe-Ausstellung Dresden 
1906, Das Deutsche Kunstgewerbe 1906 -Prospekt-, F. Bruckmann A.-G., München, 
1906. 
図４、５、６、７、８  Ed. Winfried Nerdinger, Richard Riemerschmid: Vom Jugendstil 
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Einen besonderen Dank möchte ich der Staatlichen Kunstsammlungen Dresden,  




本稿は、『長崎大学教育学部紀要―人文科学―』（No.76、2010 年 3 月）に掲載された論文
を、査読を経て大幅に加筆修正したものである。なお、本稿は平成 21 年度文部科学省科学
研究費補助金（若手研究（B））（課題番号 20720040）による研究成果の一部である。 
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